
Ａ－ｂ 「ジモト大学」プロジェクト 

 最上８市町村によって構成されるコンソーシアムが主体となって、当該地域の全ての高校生を対 

象とした体験型の学びを提供するプログラムである。高校在学中に１度は参加できるように受け入 

れ枠を拡大し、一学年分生徒約 700人の参加を目標としている。平成 30年度は 21講座が開講され、 

参加した高校生は 418人となった。今年度は 32講座が開講され、参加した高校生は述べ 509名とな 

っている。今年度開講された講座は以下のものである。 

講座名 主催団体 

１ 雇われない生き方を学ぶ Kitokitoマルシェ運営委員会 

２ YouTuberの作り方 株式会社 JPD 

３ 鮎釣り甲子園～最上小国川の文化に触れる～ 最上小国川鮎釣り甲子園大会実行委員会 

４ 自分の「好き」で、なりたい自分を叶えよう ～MOGAMIなりわひ～芽から樹 

５ 高校生対象医療福祉座談会 最上総合支庁 

６ “ジモト”de“シゴト”「やりたい！」が「やれる！」につながる。 金山町 

７ 働くオトナの背中から見える未来のジブン 舟形町 

８ Let’s 盆☆ダンス～参加者皆が振付師～ 公益社団法人新庄青年会議所 

９ 高校生対象医療現場見学会 最上総合支庁 

10 しごトーーーク～理工系学部大学に進んだその先には…～ 最上総合支庁 

11 車いす YouTuberと新庄まつりをレポートしよう！ わたしのくらしプロジェクト 

12 Next Action～一歩踏み出す、今日がその日～ Agasuke House 

13 あなたが考える「豊かな」社会はどんな社会？ 認定 NPO法人 IVY 

14 あなたの行動が災害から地域を守る「防災ワークショップ」 最上総合支庁 

15 SUMMER IDEA CAMP 2019 東北芸術工科大学コミュニティデザイン学科 

16 やまがたイノベーションキャンプ 最上総合支庁 

17 いつもお蕎麦に戸沢村 戸沢村 

18 商店街のテーマソングを作ろう！ 一般社団法人最上のくらし舎 

19 しごトーーーク～若手女性従業員のリアルなお話～ 最上総合支庁 

20 ピーナッツの商品企画で将来の自分をゲットしよう！ 新庄信用金庫 

21 稼げる農業～Ohkura Style～ 大蔵村 

22 私が描く HAPPY LIFE & WEDDING 新庄市 

23 今の真室川を探求しよう！#insta まち歩き in 真室川 真室川町 

24 ○きみとみつける ○のうそんの ○これから 鮭川村 

25 人を知ろう 地域を知ろう 大正大学ジモト塾 最上町 

26 雪を売ろう！雪国で稼ごう！ 新庄市雪の里情報館雪調の会「講座部会」 

27 ふるさとをまもり未来をつくる 土木技術者たちのはなし 最上総合支庁 

28 「道の駅」の楽しみ方を研究員と一緒に考えよう！ 最上地域政策研究所 



29 ミライの真室川を造ろう！SIMULATION 真室川 2030 真室川町 

30 マイプロジェクト・スタートアップキャンプ 一般社団法人とらいあ 

31 新鮮なアイディアで最上を元気に！ 最上地区青少年育成連絡協議会 

32 「持続可能な社会を考える」地域活動セミナー 最上教育事務所 

 

今年度より「ジモト大学ア

プリ」が運用開始され、生徒た

ちはスマートフォンにアプリ

を取り込むことで、ジモト大

学への登録・参加申請・キャン

セルの手続きが容易に行える

ようになった。現在は振り返

りの内容をｅ-ポートフォリオとして活用できるようシステムを改良している。（詳細は後段で。） 

 ジモト大学における学びは 1 年次の地域理解プログラム、2 年次探究コースの地域理解発展研究

の研究題材ともなった他、ジモト大学に参加することで自分の探究テーマの「相談相手」を見つけ

てくる生徒も多く、校内外の学びが相互補完によって生徒の成長を一層促す効果をもたらしている。 

 1年次生徒を参加対象としているが、2年次の生徒からも“リピーター“として参加を希望する生

徒が現れたことは本実践の大きな成果であるととらえている。まだまだ数は多くないものの、進路

情報の収集や総合的な探究の学習の時間の研究実践の場としてジモト大学を活用してくれる生徒が

増えることに期待したい。 

 2 月 12 日（水）には新庄市民プラザ大ホールにて「ジモ

ト大学フォーラム」が開催された。昨年度に実施した「最上

ミライ会議」の内容を刷新した企画であるが、地域の高校生

による地域学習の実践発表と高校生がファシリテーターと

なって地域の大人と高校生の対話を進めていくという点に

特徴がある。実践発表では地域探究部の生徒が「戸沢村角川

地区を元気にするプロジェクト」、探究コース 2 年次の生徒

が「新庄駅は商業拠点となり得るか」のテーマで発表を行っ

た。また、フォーラムにおける高校生ファシリテーター養成

のために東北芸術工科大学の岡崎エミ准教授とコミュニテ

ィデザイン学科の学生の指導の下、12月 23日と 2月 8日に

ファシリテーター研修が実施されている。新庄北高校の生徒

は約 10 名が二度にわたる研修に参加し、当日のファシリテ

ーションを主導した。自分たちの地域学習に対する地域の大人の方の称賛、ファシリテーション運

営の成功により、参加した生徒は充実感と達成感を得ることができたようである。 
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